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筑波大学計算科学研究センター学際共同利用プログラム	
2025年度（MCRP2025）公募	

	
	
	
 計算科学研究センター（以下 CCS）では、2025 年度、下記のスーパーコンピュータを運用し

ます。	
・	 NVIDIA社H100	GPUと不揮発性メモリを搭載したビッグメモリスーパコンピュータ Pegasus。
総ピーク演算性能 8.1	PFLOPS（倍精度浮動小数点）、ノード当たり 54	TFLOPS（同）。2023年か

ら運用開始。	
・NVIDIA社による GH200	Grace-Hopper	Superchipを搭載した計算ノード	 (Miyabi-G)と、Intel社
によるXeon	Max	9480を 2基搭載した計算ノード	 (Miyabi-C)を InfiniBand	NDR200で結合した、

倍精度演算性能 80.1	PFLOPS を有する超並列クラスタ型スーパーコンピュータ Miyabi。筑波大

学計算科学研究センターと東京大学情報基盤センターが共同運営する最先端共同	 HPC基盤施設

（JCAHPC）が 2025年から運用。	
	
 CCS では、全国の学際的計算科学の発展に資するべく「学際共同利用プログラム」(MCRP)を
実施し、	 Pegasus の全計算資源の約 50	%、Miyabi の全資源の約 17%を本プログラムに供しま

す。	
 学際共同利用についての詳細は、本センターホームページ	
	 https://www.ccs.tsukuba.ac.jp/kyodoriyou/gakusai	
に記載されています。以上をご了承の上、奮ってのご応募をお待ち申し上げます。	
	

筑波大学計算科学研究センター長	
朴 泰祐	

	

https://www.ccs.tsukuba.ac.jp/kyodoriyou/gakusai


日程	

 公募期間：	 	 2024年 12月 20日〜2025年 1月 23日 24:00	
  	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	メンバー登録は 1月 31日 24:00まで可能	
 採択決定通知：	 	 2025年 3月 23日	
 利用期間：	 	 2025年 4月 1日〜2026年 3月 31日	
 報告書提出：	 	 2026年 4月	
 成果報告会：	 	 2026年秋頃	
	
1	学際共同利用プログラム	
	
 本センターの学際共同利用プログラムは、大規模計算を必要とする革新的研究課題、異分野

間連携を推進する研究課題に加えて、本センターのスタッフと共同で推進する研究課題を公募

する。2025年度公募する研究分野は、科学分野として、素粒子分野、宇宙分野、原子核分野、

物質科学分野、生命分野、地球環境分野、生物分野、化学分野、計算機工学分野として、超高

速計算システム分野、計算情報学分野、数値解析分野である。	
	
2	成果報告会	
	
 学際共同利用採択プロジェクトは、1年間のプロジェクト終了後に開催されるシンポジウム	
CCS	International	symposium	“Discovery,	Fusion,	Creation	of	New	Knowledge	by	Multidisciplinary	
Computational	Sciences”	 	
における成果報告が義務づけられている。例年、秋頃に開催される。	
	
3	計算機使用料	
	
 学際共同利用の計算機使用料は無料とする。	
	
4	利用可能計算資源と計算規模	
	
4.1	Pegasusについて	
 Pegasusは、筑波大学計算科学研究センターが運営する、GPUと不揮発性メモリを搭載する

ビッグメモリスーパコンピュータである。筑波大学計算科学研究センター学際共同利用に対し

て、総リソースの約 50	%を充てる。	
 Pegasusのシステム概要・ハードウェア諸元については以下を参照。	
 URL:	https://www.ccs.tsukuba.ac.jp/supercomputer/#Pegasus	
Pegasusの利用方法の詳細については、「Pegasus利用の手引き」（プロジェクト採択後にアクセ

ス方法を通知）を参照のこと。	
	
4.1.1	共同利用ユーザのアクセス範囲	
 Pegasusでは、システムの利用単位はノードであり、1ノード上に複数ジョブが実行されるこ

https://www.ccs.tsukuba.ac.jp/supercomputer/#Pegasus


とはない。すなわち、各ジョブは割り当てられたノード内の全てのリソースを利用することが

できる。1	つのジョブで複数ノードを利用する場合、MPIによる並列プログラミングを行うこ

とができる。	
	
4.1.2	利用可能計算機資源	
Pegasusでは、最大で 150ノードが利用可能である。今回の募集では、2025年度を通して合

計約 650,000ノード時間を利用する課題申請を募集する。Pegasusの計算ノード数は全 150ノ

ードであり、全てのノードに CPU及び GPUが搭載される。	
	
4.1.3	計算時間	
 「バジェット」は、利用できる総計算ノード時間積（計算ノード数×計算時間）と同一であ

る。各プロジェクトに与えられる「バジェット」は、1つのジョブが終了する度に、ジョブが

利用した計算ノード数×計算時間が減算され、バジェット残高がゼロになった時点で、当該プ

ロジェクトのジョブの投入は禁止される。	
	
4.1.4	ディスク割り当て	
 各プロジェクトが使用可能なファイルサーバ上のディスク領域は、採択クラスで異なる。デ

ィスク容量の決定は共同研究委員会の判断により、申請した値より削減される場合がある。	
	
4.2	Miyabiについて	
 Miyabi	は筑波大学と東京大学が共同運営する最先端共同 HPC基盤施設（Joint	Center	for	
Advanced	High	Performance	Computing，以下 JCAHPC）が運営する超並列クラスタ型スーパー

コンピュータである。NVIDIA社による超高速 CPU-GPU専用リンク NVLink-C2Cで接続した

GH200	Grace-Hopper	Superchipを搭載した計算ノード 1,120ノード(Miyabi-G)と、Intel社によ

る Xeon	Max	9480を 2基搭載した計算ノード 190ノード(Miyabi-C)を InfiniBand	NDR200で結

合し、全ドライブに NVMe-SSDを採用した 11.3	PBの並列ファイルシステムを備えている。

Miyabiは JCAHPCの下，両大学によって共有されるが，筑波大学計算科学研究センター学際共

同利用においては，総リソースの約 17%を充てる。	
 Miyabiのシステム概要・ハードウェア諸元については以下を参照。	
 URL:	http://www.ccs.tsukuba.ac.jp/supercomputer/#miyabi	
Miyabiの利用方法の詳細については，「Miyabi利用の手引き」（プロジェクト採択後にアクセス

方法を通知）を参照のこと。	
	
4.2.1	共同利用ユーザのアクセス範囲	
 Miyabi-Gでは，1ノード上に複数ジョブの実行が可能である（予定）。1	つのジョブで複数ノ

ードを利用する場合，MPIによる並列プログラミングを行うことができる。一方Miyabi-Cでは

1ノード上に複数ジョブが実行されることはない。	
	
4.2.2	利用可能計算機資源	
 Miyabiでは、最大で 256	ノード（Miyabi-G）、および 64ノード（Miyabi-C）を利用するジョ

ブが実行可能である。今回の募集では，2025年度を通して合計約 1,600,000ノード時間

http://www.ccs.tsukuba.ac.jp/supercomputer/#miyabi


（Miyabi-G）、および約 270,000ノード時間（Miyabi-C）を利用する課題申請を募集する。	
	
4.2.3	計算時間	
 「バジェット」は、利用できる総計算ノード時間積（計算ノード数×計算時間）と同一であ

る。各プロジェクトに与えられる「バジェット」は、1つのジョブが終了する度に、ジョブが

利用した計算ノード数×計算時間が減算され、バジェット残高がゼロになった時点で、当該プ

ロジェクトのジョブの投入は禁止される。Miyabi-Gでは、1ノードを分割した 1/4ノード等の

利用も可能となる予定である。	
	
4.2.4	ディスク割り当て	
 各プロジェクトが使用可能なファイルサーバ上のディスク領域は、採択クラスで異なる。

Miyabi-GとMiyabi-Cは共通のファイルサーバを利用する。ディスク容量の決定は共同研究委員

会の判断により、申請した値より削減される場合がある。	
	
5	申請・利用条件	
	
5.1	申請資格（プロジェクト代表者）	
 プロジェクト申請代表者は、次のいずれかに該当する者とする。	
1. 筑波大学の役員及び職員、学生（科目等履修生、研究生、特別聴講学生及び特別研究学生

を含む）、研究員、企業等共同研究員	
2. 国内の大学（大学院大学及び短期大学）、高等専門学校及び大学共同利用機関の教員、学

生及びこれに準ずる者	
3. 国内の学術研究及び学術振興を目的とする国又は自治体が所轄する機関に所属し、研究に

従事する者	
4. 特に、センター長が利用を認めた者	
スーパーコンピュータ Pegasusを利用するプロジェクト申請については、下記のグループ Aに

属する国の大学、学術研究を目的とする国又は自治体が所轄する機関で研究に従事する者も、

代表者としての申請を可とする。	
＜グループ A＞ 下記ページに記載の「輸出令別表第３の地域」に該当する国。	
https://www.meti.go.jp/policy/anpo/anpo03.html#howaitokoku	
2024年 11月現在、以下の地域が当てはまります。ただし、変更される可能性があります。	

アルゼンチン、オーストラリア、オーストリア、ベルギー、ブルガリア、カナダ、チェコ、デンマーク、フィンラン

ド、フランス、ドイツ、ギリシャ、ハンガリー、アイルランド、イタリア、大韓民国、ルクセンブルク、オランダ、ニ

ュージーランド、ノルウェー、ポーランド、ポルトガル、スペイン、スウェーデン、スイス、英国、アメリカ合衆国	

＜外国為替法令の解釈及び運用について(抄)	＞	
https://www.meti.go.jp/policy/anpo/law_document/tutatu/t02chukai/t02chukai_unyokaishaku.p
df	
	
5.2	利用資格	
 上記の 1.から 4.に該当する者に加え、企業の研究者についても、計算により得られた成果を

公開する場合に限り、共同研究者として利用が可能である。プロジェクト申請代表者は、企業

https://www.meti.go.jp/policy/anpo/anpo03.html#howaitokoku
https://www.meti.go.jp/policy/anpo/law_document/tutatu/t02chukai/t02chukai_unyokaishaku.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/anpo/law_document/tutatu/t02chukai/t02chukai_unyokaishaku.pdf


の研究者を共同研究者に含める場合、成果の公開に関する確約を予め得ることが必要である。	
 国籍に関わらず、海外に居住する研究者（非居住者）については、利用開始前に、安全保障

貿易管理のための申請書の提出が必要となる。手続きの詳細は、共同研究運用委員会に問い合

わせること。また、居住者・非居住者の厳密な定義は、以下の「外国為替法令の解釈及び運用

について(抄)」を参照。非居住者の利用が許可されるまで時間がかかる場合や、結果的に利用

が許可されない場合もあるので注意すること。	
	
5.3	HPCIを通した利用申請者について	
 Pegasus、及びMiyabiは、学際共同利用プログラムとともに HPCIへの申請による利用が可能

であり、筑波大学計算科学研究センターとしては、学際共同利用と HPCIの双方を通じた効率

の良い資源提供を目指している。この観点から、学際共同利用プログラムとともに、関連した

研究で HPCIへの申請を行った課題に対して、後者の採否に関わらず、学際共同利用プログラ

ムの配分時間を全て消費した後の追加配分などでインセンティブを付与することがある。学際

共同利用プロジェクト申請代表者が、Pegasus、Miyabiの HPCIを通した利用申請において課題

（副）代表者であることを条件とする。	
 HPCIを通した利用申請については、以下の URLを参照。	
http://www.hpci-office.jp	
	
6	プロジェクトの申請	
	
6.1	公募時期と利用期間	
 公募期間は、2024年 12月 20日〜2025年 1月 23日である。締め切りを過ぎた申請は、理

由の有無に関わらず認められないので、余裕を持って申請を行うこと。本公募の採択プロジェ

クトの決定は、2025年 3月 23日を予定しており、利用期間は 2025年 4月 1日より 2026年 3
月 31日までである。ただし、諸事情により 4月 1日に全てのユーザーアカウントが用意でき

ない可能性がある。また、保守作業等により実際の利用期間は 3月 31日より短くなることが

ある。	
	
6.2	申請クラスと申請フォーム	
 学際共同利用プログラムにおける申請は、申請規模に応じて以下のように３つのクラスに分

類する。MCRP-Lについては、プロジェクトの主目的は「プロダクトラン」に限るが、MCRP-
M/Sについては「コード開発」を主目的とする申請も認める。Pegasus、Miyabiを併用するプ

ロジェクトは、一つの申請フォームに複数の内容を併記することとし、申請書を複数提出する

必要はない。	
 各クラスにおける申請可能最大バジェット、申請可能最大ディスク容量を超えた申請はでき

ない。標準ディスク容量の値を超える申請をする場合、必要理由と容量見積もりの根拠を明示

することで申請可能最大ディスク容量までの申請を認める。共同研究委員会の判断により申請

した値より削減される場合がある。	
	
(1) MCRP-L（大型）、 申請書言語：英語	
申請可能最大バジェット	

http://www.hpci-office.jp/


Pegasus：80,000、Miyabi-G：200,000、Miyabi-C:	30,000	
申請可能最大ディスク容量（標準ディスク容量）	
Pegasus：400	TB（25	TB）、Miyabi：140	TB（10	TB）	

	
(2)	MCRP-M（中型）、 申請書言語：英語または日本語	
申請可能最大バジェット	
Pegasus：20,000、Miyabi-G：50,000、Miyabi-C:	8,000	

申請可能最大ディスク容量（標準ディスク容量）	
Pegasus：100	TB（10	TB）、Miyabi：36	TB（3	TB）	

	
(3)	MCRP-S（小型）、 申請書言語：英語または日本語	
申請可能最大バジェット	
Pegasus：5,000、Miyabi-G：15,000、Miyabi-C:	2,000	

申請可能最大ディスク容量（標準ディスク容量）	
Pegasus：25	TB（3	TB）、Miyabi：9	TB（1	TB）	

	
6.3	プロジェクトの申請方法	
 申請はオンライン申請となる。別ファイルのオンライン申請の手引きを参照すること。上記

の申請規模に応じて申請フォームが異なるので注意すること。	
	
6.4	申請に関する注意事項	
	
6.4.1	申請数の制限	
 プロジェクト代表者としての申請は 1課題まで、プロジェクト・メンバーとしては、代表と

なっている課題も含めて 3課題までとする。同一のプロジェクトにおいて PegasusとMiyabiを
併用することは可。	
	
6.4.2	継続プロジェクトの申請	
 前年度と同一のプロジェクト・コードを利用する課題を「継続プロジェクト」と定義する。

継続プロジェクトは、必ず前年度と同一のプロジェクト・コードを申請時に記入すること。プ

ロジェクト・コードが異なる場合には、新規プロジェクトとみなされる。採択された継続プロ

ジェクトでは、前年度と同一の計算資源を利用する場合ファイルは消去されない。ただし、採

択されたディスク容量を超えるファイルが存在する場合にはファイルの書き込みは不可とな

る。	
	
6.4.3	特記事項	
 MCRP-Lで不採択となった課題は、MCRP-M/Sのクラスで再審査し、中小規模の計算資源を

提供する場合がある。	
	
	
7	応募プロジェクトの審査	



	
 共同研究委員会は、申請書類の書面審査を行い、採否および配分計算資源量を決定する。	
共同研究委員会の構成	

分野	 素粒子	 宇宙	 原子核	 物質	 生命	 地球	 生物	 計算機	
センター内委員	 1	 1	 1	 1	 1	 1	 1	 1	
センター外委員	 3	 2	 2	 2	 2	 2	 2	 2	

MCRP-Sの申請は、センター内委員のみで審査する可能性がある。また、必要に応じて委員以

外の内外の研究者に書面審査を依頼する場合がある。	
	
8	旅費および研究集会開催の補助	
	
8.1	プロジェクト研究実施・プロジェクト研究成果発表	
 プロジェクト研究実施のためにセンターに滞在する必要がある場合は、共同利用旅費を申請

することができる。また、学際共同利用で得られた成果を発表するための国内外旅費を申請す

ることができる。成果発表の際、学際共同利用で得られた結果である旨の謝辞を明記するこ

と。	
	
8.2	研究集会開催支援	
 プロジェクト研究実施に必要な研究集会をセンター主催で開催し、その支援をセンターに申

請することができる。また、研究集会開催に際し、研究者の招聘およびアルバイト等の短期雇

用の申請を行うことができる。ただし、センターに所属しないプロジェクト代表者が申請する

場合には、センター内の担当者を置くこととする。	
	
8.3	申請方法	
 センターに所属しないプロジェクト代表者が上記の補助を希望する場合は、ホームページの

全国共同利用／共同研究支援のページにある申請書に必要事項を記入の上、実施の２ヶ月以上

前までに、下記に添付ファイルとしてメールで送ること。	
 送付先：project-shien@ccs.tsukuba.ac.jp	
	
9	成果公開・共同利用ユーザの義務	
	
1. プロジェクトに採択された者は、センター主催のユーザーズミーティングやシンポジウム

で研究成果・進捗状況の報告を行い、年度毎に報告書を提出するものとする。ただし、国

内に課題参加者がいないプロジェクトについては、シンポジウムでの研究成果・進捗状況

の報告を免除することがある。一方、成果報告を怠った場合、翌年度またはその後の申請

資格を失うことがある。	
2. プロジェクトによって得た結果を学術雑誌、学会発表、プレスリリース等で発表する際に

は、筑波大学計算科学研究センター学際共同利用プログラムによったことに言及するこ

と。例については、「学際共同利用」謝辞の手引きを参照のこと。	
	



	 学際共同利用謝辞の手引き：	
	 http://www.ccs.tsukuba.ac.jp/kyodoriyou/gakusai/acknowledgement	
	
10	共同利用ユーザの管理	
	
1. 共同利用ユーザの管理は、プロジェクト毎に定める group	id	と、ユーザ毎に定める user	

idによるものとする。	
2. Pegasusでは、group	idは、プロジェクト申請者が申請時に希望名を記載し、必要に応じ

センター側で変更を加えた上、決定するものとする。user	idはアカウント登録システム

からユーザ自身の作業によって決定される。Miyabiでは、group	id及び user	idは機械的

に決定する。	
3. 複数のプロジェクトに属するユーザの user	id	は、	同一である。ホームディレクトリは

プライマリグループの１つのみとし、作業用の work	ディレクトリについてはプロジェク

ト毎に準備される。	
4. 認証は公開鍵認証を許可する。ユーザはアカウント登録システム上でのアカウント登録時

にパスフレーズが設定された秘密鍵に対応する自身の公開鍵を登録する。	
5. 終了したプロジェクトに属するユーザのアカウントは、プロジェクト終了後 1ヶ月を後処

理のための期間として継続することとし、2ヶ月経過時点で残存ファイルとともに消去す

る。	
	
11	その他	
	
・ 本プログラムで採択された課題に関しては、ホームページ上において、その課題名・代表

者名・成果報告書が公開される。また、プロジェクト・メンバーの氏名・所属に関しても

当該年度のプロジェクトが終了するまで公開される。	
・ 不慮の事故によって利用者のプログラムやデータが破損、消滅する場合があるので、計算

機の利用に当っては、この点に十分留意し、バックアップなどの事前の策を講じること。	
・ センター側で必要と判断される場合（障害発生時の障害発生原因追求などの時）は、利用

者のソースコードの開示をその目的に限って求めることがあるので、協力すること。	
	
12	技術事項に関する問い合わせ先	
	
共同利用に関わる計算機の技術事項についての問い合わせは、共同利用サポート担当委員が

受け付けるので、project-support@ccs.tsukuba.ac.jp	へ電子メールにて連絡のこと。	
	

〒305-8577	茨城県つくば市天王台 1-1-1	
筑波大学計算科学研究センター	

共同研究運用委員会	
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